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平成26年度

水道事業会計予算書



議案第74号

平成26年度　延岡市水道事業会計予算

(総　則)

第1条　　平成26年度延岡市の水道事業会計の予算は､次に定めるところによる｡

(業務の予定量)

第　2　条　　業務の予定量は､次のとおりとする｡

(1)年間配水量

(2) 1日平均配水量

(3)年度末給水戸数

(4)主要な建設改良事業

(ア)管路整備事業

(イ)浄水施設整備事業

(ウ)統合簡易水道施設整備事業

16,703,374 ma i

45,763 m3

56,897戸

547,239千円

156,000千円

179,900千円

(収益的収入及び支出)

第　3　条　　収益的収入及び支出の予定額は､次のとおりと定めるo

収　　　　入

第1款事業収益　　　　　　　　　2,449,910千円

第1項　営　業　収　益　　2,292,903千円

第2項　営　業　外-収　益　　156.957千円

第3項　特　別　利　益　　　　　50千円

支　　　　出

第1款事業費用　　　　　　　　　2.655.850千円

第1項　営　業　費　用　　1.952.653千円

第2項　営　業　外　費　用　　　266,708千円

第3項　特　別　損　失　　　433,489千円

第4項　予　　　備　　　費　　　　3,000千円

(資本的収入及び支出)

第4条　　資本的収入及び支出の予定額は､次のとおりと定める(資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額1.220,626千円は､過年度分損益勘定留保資金966,072千円､当年度分

損益勘定留保資金87,415千円､減債積立金100.292千円及び当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整窺66,847千円で補てんするものとするo ) o
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収

第1款　資本的収入　　　　　　　　　　591.983千円

第1項　企　　　業　　　債　　　393.200千円

第2項　工　事　負　担　金　　　　53,860千円

第3項　国　庫　補　助　金　　　　61,725千円

第4項　出　　　資　　　金　　　　83.188千円

第5項　固定資産売却代金　　　　　10千円

支　　　　出

第1款　資本的支出　　　　　　　　1,812,609千円　　　　1

第1項　建　設　改　良　費　　1,204,768千円

第2項　企業債償還金　　　607,841千円

(債務負担行為)

第　5　条　　債務負担行為をすることができる事項､期間及び限度額は､次のとおりと定める｡

事項 弍ｨｭB�限度額 

延岡市上水道変更認可外 業務委託事業費 兌ﾙ�ﾃ#yD�7��15,000千円 

上下水道料金等システム 兌ﾙ�ﾃ#yD�7��*�.r�90千円 

導入事業費 兌ﾙ�ﾃ#吋�7��-ﾈ,R�

(企業債)

第　6　条　　起債の目的､限度額､起債の方法､利率及び償還の方法は､次のとおりと定める｡

起債の目的 侘�7逢｢�起債の方法 凉越b�償還の方法 

管路整備事業費 �#S�ﾃ����x冷�証書借入又は 証券発行 迭��X潔>���+ﾘ+�+ZIy��zhﾊ�+ﾈ+Y_ｲ��,X妤.�?ﾂ�.ｨ.倬�ｾ�,��,(*(,JIy越b�,ﾈﾊ�+ﾈ+X/��ﾗ8,�+ﾘﾎ8,��*�*(,H,ﾚI9b�･侈�+ﾈ+Xﾎ2�,ﾉy越b��政府資金について は貸付条件により､ 銀行その他の場合 にはその債権者と協 定するところによるo ただし､財政上の都 合により償還期限を 短縮し､繰上償還又 

浄水施設整備事業費 �3R����｣��x冷�

簡易水道施設整備事業費 ���づ����x冷�

合計 �3�2ﾃ#���x冷�凾ﾍ低利に借換えるこ とができるo 
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(一時借入金)

第　7　条　　一時借入金の限度額は､ 200,000千円と定める｡

(予定支出の各項の経費の金額の充用)

第　8　条　　予定支出の各項の経費の金額を充用することができる場合は､次のとおりと定める｡

(1)営業費用と営業外糞用

(議会の議決を経なければ流用することのできない経費)

第　9　条　　次に掲げる経費については､その経費の金額を､それ以外の経費の金額に流用し､

又はそれ以外の経費を､その経費の金額に流用する場合は､議会の議決を経なけれ

ばならない｡

(1)職員給与費　851.798千円

(たな卸資産購入限度額)

第10　条　たな卸資産の購入限度鏡は､25.844千円と定める｡

平成26年　2月　25日　提出

延岡市長　　首　藤　正　治
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水道事業会計予算に関する説明書



平成26年度　水道事業会計予算実施計画

収　益　的　収　入　及　び　支　出

収　　　入

(' 劔単位:千円) 

款 俘��目 冰ﾉ.飴ｲ�備考 

1.水道事業収益 ���8ｼh�傭�"�8ｼh､�ｸ傭�2�<�¥ｩy�b�(1)給水収益 (2)受託工事収益 (3)その他の営業収益 (4)簡易水道収益 (1)受取利息及び配当金 (2)簡易水道営業外収益 (3)長期前受金戻入益 (4)雑収益 (1)過年度損益修正益 �"紊C津����"ﾃ#�"ﾃ��2��ﾃ都ゅSCB�#�ﾃ3�b���B紊C���ヲ緜�R�ﾆﾆﾃSbﾃ鉄r�����#�ﾃ#�R��3B��3r���R�S��S�� 

1.水道事業費用

1)営　業　費　用

2)営　業　外　費　用

3)特　別　損　失

4)予　　　備　　　費

(1)原水及び浄水糞

(2)配水及び給水費

(3)受　託　工　事　費

(4)業　　　務　　　費

(5)総　　　係　　　責

(6)簡　易　水　道　費

(7)減　価　償　却　費

(8)資　産　減　耗　費

(9)その他営 黄莱 用

(1)支　払　利　息　及　び

企業債取扱諸費

(2)雑　　　支　　　出

(3)消費税及び地方消費税

(1)固定資産売却損

(2)過年度損益修正損

(3)貸　　倒　　損　　失

(4)その他特別損失

(1)予　　　備　　　費
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資　本　的　収入及　び支　出

収　　　入

(単位:千円) 

歎 俘��日 冰ﾉ.碓B�備考 

1.資本的収入 ��舒仂hﾜ"�"儘磯iX�%8ｾ��2俛�ﾌ竸(�ｾ��B偬��ｾ��R侘Y.磯�蝎HHｷ��8ｾ��(1)企業債 (1)工事負担金 (1)国庫補助金 (1)他会計出資金 (1)固定資産売却代金 鉄��纉�2�3�2�#���3�2�#���S2ﾃツ��S2ﾃツ�����ｳc�ﾃs#R�c�ﾃs#R��2ﾃ�モ��2��モ������� 

1.資本的支出

1)建　設　改　良　費

2)企業債償還金

(1)配　　水　　施　　設

整　備　事　業　費

(2)浄　　水　　施　　設

整　備　事　業　費

(3)配　　水　　施　　設

維持管理事業費

(4)簡　　易　　水　　道

建　設　改　良　費

(5)簡　易　水　道　施　設

維持管理事業費

(6)リ　ー　ス　債　務

支　　　払　　　窺

(7)有　形　固　定　資　産

購　　　入　　　費

(1)企　業　債　償　還　金
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平成26年度水道事業会計予定キャッシュ･フロー計算書

(平成26年4月1日から平成27年3月31日まで)

1　業務活動によるキャッシュウロー

当年度純損失

減価償却費

固定資産除却費

固定資産売却損

貸倒引当金の増減額(△は減少)

退職給付引当金の増減額(△は減少)

賞与引当金の増減額(△は減少)

法定福利費引当金の増減窺(△は減少)

長期前受金戻入額

受取利息及び受取配当金

支払利息

未収金の増減額(△は増加)

未払金の増減(△は減少)

未払消費税及び地方消費税の増減(△は減少)

たな卸資産の増減額(△は増加)

小計

利息及び配当金の受取額

利息の支払額

業務活動によるキャッシュ･フロー

2　投資活動によるキャッシュ･フロー

有形固定資産の取得による支出

有形固定資産の売却による収入

国庫補助金による収入
工事負担金による収入

投資活動によるキャッシュ･フロー

3　財務活動によるキャッシュ･フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

他会計からの出資による収入

ファイナンス･リース債務の返済による支出

財務活動によるキャッシュ･フロー

資金増加痘(又は減少額)

資金期首残高

資金期末残高

-7-

A 274.699,000

980,41 7.000

86,6 60,000

1 00,000

5,1 69,000

378,61 7.000

1 9,589,000

3.568,000

△ 134,037,000

△ 900,000

21 3,766,000

A 1.110,973

A 5.783,944

1 9,354,500

△ 1,683,000

1 ,289.026.583

900,000

A 213.766,ODD

1.076.1 60,583

A 1,160.792,250

9.000

57.1 53,000

58,078,000

A 1,045.552,250

393,200,000

△ 607,841.000

83.1 88,000

△ 3,757,000

A 135.210,000

△ 104.601.667

1.1 60,602,803

1 ,056,001.1 36



平成25年度　水道事業予定損益計算書(税　抜)

(平成25年4月1日から平成26年3月31日まで)

1.営業収益

(1 )給水収益

(2)受託工事収益

(3)その他の営業収益

(4)簡易水道収益

2.営業費用

(1 )原水及び浄水費

(2)配水及び給水費

(3)受託工事費

(4)業務費

(5)総係責

(6)簡易水道費

(7)減価償却費

(8)資産減耗費

(9)その他の営業費用

営　業　利　益

1 ,880.928,000

1 9,822,000

96,755,000

1 83,963.000　　　　　2,1 81.468,000

167,817,000

21 7.150,000

51 ,555,000

1 89,528.000

1 1 1,428.000

1 1 1,132,000

9 35,048,000

91 ,953,000

1.000　　　　1.875,61 2.000

3　営業外収益

(1 )受取利息及び配当金　　　　　　　　1.125,000

(2)簡易水道営業外収益　　　　　　　　22.312.000

(3)雑収益　　　　　　　　　　　　　　805.000　　　　　24,242.000

4　営業外費用

(1 )支払利息及び企業債取扱諸費　　　219,130,000

(2)雑支出　　　　　　　　　　　　　1 ,244,000　　　　　220,374.000

経　常　利　益

5.特別利益

く1 )過年度損益修正益　　　　　　　　　　48,000　　　　　　　48,000

6,特別損失

(l )固定資産売却損

(2)過年度損益修正損

7　予備費

当年度純利益

前年度繰越利益剰余金

当年度未処分利益剰余金

1 00.000

6.380,000　　　　　　　6,480,000

-8-

(単位･円)

305,85 6.000

△ 196.132,ODD

1 09,724.000

A 6.432.000



平成25年度　水道事業予定貸借対照表(税　抜)

(平成26年3月31日)

資　産　の　部

1.固　定　資　産

(1)有形固定資産

①上水道有形固定資産

(イ)土　地

(口)建　物

減価償却累計額

(ハ)構　築　物

減価償却累計額

(二)機械及び装置

減価償却累計額

(ホ)車両運搬具

減価償却累計観

(へ)工具､器具及び備品

減価償却累計額

上水道有形B]定資産合計

(参簡易水道有形固定資産

(イ)土　地

(ロ)建　物

減価償却累計額

(ハ)構　築　物

減価償却累計菰

(ニ)機械及び装置

減価償却累計額

(ホ)車両運搬具

減価償却累計額

(へ)工具､器具及び備品

減価償却累計敬

91 2,096,865

329,033.004

382.537,369

583.063,861

25.972,478.51 1

1 0,701 ,664.247　1 5,270,81 4,264

2,61 0,623,632

1,631,801.227

29,524.040

19,566,176

34.448,284

28,637,91 4

31 6,690.723

77,287,605

978.822,405

9,957,864

5,81 0,370

3 8,789,472

239,403,1 1 8

5.505,1 87.1 00

1 ,353.1 88.203　　　4.1 51 ,998.897

1.489,881 ,532

725.959.51 5　　　　763,922,01 7

2,707,569

2,009,61 7　　　　　　697.952

1,154.336

993,520　　　　　1 60,81 6
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簡易水道有形固定資産合計

有形固定資産合計

(2)無形固定資産

①上水道無形固定資産

(イ)電話加入権

無形固定資産合計

(3)投資

①出資金

投資合計

固　定　資　産　合　計

2.流　動　資　産

(1 )現金預金

(2)未　収　金

(3)貯　蔵　品

流　動　資　産　合　計

資　産　合　計

17,231,006,133

5.1 94,972,272

22,425. 9 78,405

(単位円)

22,429.1 71 ,805

1.521 ,570.348

23,950.742,1 53



負　債　の　部

3.流　動　負　債

(1)未　払　金

流　動　負　債　合　計

負　債　合　計

4.資　本　金

(1)自己資本金

(2)借入資本金

(彰企　業債

資　本　金　合　計

5　剰　余　金

(1 )資本剰余金

①受贈財産評価額

②工事負担金

③国庫補助金

④その他資本収入

資　本　剰　余　金　合　計

(2)利益剰余金

(D当年度未処分利益剰余金

利　益　剰　余　金　合　計

剰　余　金　合　計

資　本　合　計

負　債　資　本　合　計

資　本　の　部

7,771 ,1 97,528

1 0,21 9,963.898　1 0.21 9,963,898

91 9.428,706

3,085,683. 259

1.374,21 8,780

24.751.718

-lot

5,404,082,463

1 00.292,000

455,206,2 64

455.206, 2 64

17,991.161.426

5, 504,3 74,463

23,495. 535.889

23,950,742.1 53



平成26年度水道事業予定貸借対照表(税抜)

(平成27年3月31日)

資　産　の　部

1.固　定　資　産

(1)有形固定資産

①上水道有形固定資産

(イ)土　地

(ロ)建　物

減価償却累計額

(ハ)構　築　物

1.056,541 ,865

A 349,61 1,004

26.424,329,51 1

437.537,369

708.930,861

減価償却累計額　△ ll,143,003.247　15,281.326,264

(ニ)機械及び装置

減価償却累計額

(ホ)車両運搬具

減価償却累計額

(へ)工具､器具及び備品

減価償却累計額

(ト)リース資産

減価償却累計額

2.61 6,945,632

A 1,724.654,227

30, 786,040

△ 21,716.176

42,967, 284

△ 29,421,914

6,776,355

A 2.031,000

上水道有形固定資産合計

(参簡易水道有形固定資産

(イ)土　地

(ロ)建　物

減価償却累計額

(ハ)構　築　物

31 6,690.723

A 88.269.605

5.695,01 4,1 00

892,291 ,405

9,069.864

1 3,545.370

4.745.355

39, 789,472

228,421,1 18

減価償却累計額　　△ 1.477.047.203　　4,21 7,966,897

(ニ)機械及び装置

減価償却累計額

(ホ)車両運搬具

減価償却累計額

(へ)工具､器具及び備品

減価償却累計額

1 ,490,041.532

A 819,201.515

2,707.569

△ 2.181,617

1 ,1 54.336

△ 1,092,520

簡易水道有形固定資産合計

有形固定資産合計

(2)無形固定資産

(か上水道無形固定資産

(イ)電話加入権

(口)リース資産

無形固定資産合計

(3)投資その他の資産

(彰出資金

投資その他の資産合計

固　定　資　産　合　計

2.流　動　資　産

(1 )現金預金

(2)未　収　金

貸倒引当金
(3)貯　蔵　品

濃　動　資　産　合　計

資　産　合　計

350,460.922

A 5.1 69.000

-ll-

1 7,345,446,488

5,1 57,605,272

22,503,051.760

(単位円)

22,51 0,575,345

1 ,404,452,654

23,91 5,027.999



負　債　の　部

3　固　定　負　債

(1)企　業　債

(2)リース債務

(3)引　当　金

①退職給付引当金

固　定　負　債　合　計

4.流　動　負　債

(1)企　業　債

(2)リース債務

(3)未　払　金

(4)引　当　金

(彰賞与引当金

②法定福利費引当金

流　動　負　債　合　計

5.繰　延　収　益

(1 )長期前受金

①受贈財産評価額
収益化累計額

②国庫補助金
収益化累計額

③工事負担金
収益化累計額

④その他資本収入

収益化累計額

繰　延　収　益　合　計

負　債　合　計

5　資　本　金

6.剰　余　金

(1 )資本剰余金

①受贈財産評価額
(塾国庫補助金

③その他資本剰余金

資　本　剰　余　金　合　計

(2)利益剰余金

(彰当年度未処分利益剰余金

利　益　剰　余　金　合　計

剰　余　金　合　計

資　本　合　計

負　債　資　本　合　計

27.07 9,000

4,925,000

743,3 75,353

421.398,060

1 ,379.41 8,290

425. 640,854

9,440,043.898

5,338,834

3 84.084,000

565.279.000

3,867,706

41 7.335,570

32,004.000

321 ,977,293

953,777,436

2, 956.063,907

1 ,466.1 61 ,440　　1.489,902,467

24, 744,336

1 0,447,989

資　本　の　部

27,1 33,695

6,818,719

383,579.1 63

2,01 5.204.343
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1 4.296,347

417,531,577

2,01 5,204.343

9,829.466,732

1.01 8,486.276

2,432. 735.920

1 0.287,1 21 ,448

23,91 5.027,999



水道事業会計給与責明細書

(1)　総　　括

(単位:千円)

区分 剞E員数 (人) 从ｹu餒��剿@定 福利責 俘xﾇb�

給料 ���9i9��計 

本 年 度 ���hｪ�.育云��X蹴�37 ��c�ﾃ����469,629 田#津cC��60,694 田���3C"�

資本勘定支弁職員 ��b�61,732 都b紊S2�138,185 �#2ﾃ#s��161.456 

合計 鉄2�221.751 鉄Cb���"�767,833 塔2ﾃ田R�851,798 

前 年 皮 ���hｪ�.育云��X蹴�37 ��SB繝cb�106,478 �#c�ﾃ3CB�戸4,583 �3�Rﾃ�#r�

資本勘定支弁職員 ��b�63,714 �3"繝#"�96.536 �#"�3sR�118,911 

合計 鉄2�218,580 ��3津3���357.880 都bﾃ鉄��434,838 

比 較 ���hｪ�.育云��X蹴�0 迭ﾃ�S2�363,151 �3cづ3�B�6.111 �3sBﾃC�R�

資本勘定支弁職員 ���△1,982 鼎2ﾃc3��41.649 塔澱�42.545 

合計 ���3,171 鼎�bﾃs�"�409,953 途ﾃ��r�416.960 

辛 当 等 の 内 釈 仞iZ｢�扶養 �,ｨｼ��特殊勤務 倬隴H､��住居 手当 偃�9b�手当 仂駝�詹9b�手当 

本年度 湯��cb�3,770 鼎���10,265 �"緜Cb�

前年度 湯ﾃCc"�3,739 鼎���10.265 �2ﾃ33b�

比較 ��##澱�31 ���0 ��#c���

辛 当 等 の 内 釈 仞iZ｢�管理職 豫yyﾙ�X什<��期末勤勉 ����R�手当 兔ｨｼ駝�詹9b�手当 从ｹWIN��

本年度 �2���r�14 ���づ3�R�408.419 

前年度 �2ﾃ#���20 塔�ﾃC���28,380 

比較 ��#��2�△6 �#rﾃンr�380,039 
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(2)給料及び手当等の増減嶺の明細

区分 ��ﾘﾋ逢｢���x冷��増減事由別内訳 (千円) 剞燒ｾ (千円) 儖Xﾖﾂ�

給料 �2��s��1,昇給に伴う ��ﾃc迭� 兌ﾘｼ�虻ｹzc�ﾃ�2R�

増加分 劍箞ｸｸ�)�CCy�ﾂ�

2.その他の ��紊sb�新陳代謝による減分 ��X什�H,ﾈ甑:��8ｻR�

増減分 凵｢30.144 他の会計との人事 ��wyn�ﾂ�+ｸ,ﾉ�ﾂﾂ杏b��

交流による増分 冏ｹD�7ゴ9�ﾃ��ﾃS9�ﾂ�

31,470 ����7ゴ9�ﾃ��ﾃS9�ﾂ�

昇任による増分 儂Hﾌﾃ��ﾃ��ﾃ��ﾂ�

150 俐ﾉw����Y9�,ﾈ�8ｻS�i�ﾂ�ﾜﾉw��"����X�#�)�ﾂ��ﾈ,ﾈ檍ﾇh*�.y5ﾙ?ﾃ�)�ﾂ��ﾈ,ﾈ檍ﾇh-i5ﾘ�i�ﾂ�

辛当等 鼎�b縱�"�1.その他の 増減分 鼎�b縱�"�扶養手当△296 通勤手当31 住居手当△690 管理職手当△193 管理職員 特別勤務手当△6 期末勤勉手当27.897 ��hｮ顏�ﾊ�+ﾈ+X,�.h.��ﾘ/�ｭﾈ-��

退職給付費380.039 ��hｮ顏�ﾊ�+ﾈ+X,�.h.��ﾘ/�ｭﾈ-��
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(3)給料及び手当等の状況

ア､職員一人当たり給与

区分 刪齡ﾊ職 

平成26年1月1日現在 兌ﾘｼ�ｹ{�隗｢�竰�341,577 平均給与月額(円) �3�2�3C��

平均年齢(義.月) 鼎b紕�

平成25年1月1日現在 兌ﾘｼ�ｹ{�隗｢�竰�371.051 平均給与月額(円) 鼎#�ﾃゴ"�

平均年齢(義.月) 鼎ゅ��

ィ､初任給(単位:円) 

区分 �ｩLｩ�R�一般会計の制度 
一般職 

高校卒 ��C������140,100 

大学卒 ��s"ﾃ#���172,200 

ウ､級別職員数(単位:人%) 

区分 儉ｩ�R�
級 ��X什�B�構成比 

平成26年1月1日現在 度ｸ��1 ��纈�

6級 �"�3_8 

5級 �#��52.8 

4級 免ﾂ�20_7 

3級 �2�5.7 

2級 澱�ll.3 

1級 �"�3.8 

計 鉄2�100.0 

平成25年1月1日現在 度ｸ��1 ��ﾃ��

6級 �2�5.7 

5級 �3��56.6 

4級 唐�15_0 

3級 �2�5.7 

2級 澱�ll.3 

1級 �"�3_8 

計 鉄2�100.0 

(級別の標準的な職務内容)

区 兒ｦﾂ�7 从鳴�6 从��l5 从��

一般職 仂y+r�局次長 課 �ｸ鴿+r�主任主事 

局次長 �+r�攤鴿+r�課長補佐 係長 偃YD8ｵｨ蹌�

3級 �(ｸ��1級 

主任主事 偃X饕襍ｨ蹌�主事.技師 

主任技師 偃X駟^"�主事補 技師補 亰ｨ蹣^"�
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工､昇給(単位=人､%) 

区分 劍自Lｩ�R�

本 年 皮 ��X什�B����鉄2�昇給に係る職員数(B) �47 

号俸数別内訳 �(ﾘi^��6 
4号俸 �3��

5号俸 �"�

8号俸 ���

比率(B)/(A) �88.7 

節 年 皮 ��X什�B����鉄2�昇給に係る職員数(a) �44 

号俸数別内訳 ��ﾘi^��3 
2号俸 湯�

4号俸 �#��

5号俸 �2�

比率(B)/(A) �83.0 

区分 倡虻ｸｯｩ¥ｨ辷ｸｹzb�� 儖Xﾖﾂ�6月 (月分) ��(ﾈ��以饂｢��支給率計 (月分) ��Y�x�8,ﾉ&丶ｺI�Yk��,ﾉ7ｩ9�,�.h.��蟀�ｹ'R�

本年度 ��ﾃ���2.05 �2纉R�育 ��

前年度 ��纉��2.05 �2纉R�有 ��

一般会計の制度 ��纉��2.05 �2纉R�有 ��

力､定年退職及び勧奨退職に係る退織手当

区分 �#�D霈���,ﾈ�"�25年勤続の者 �3YD霈���,ﾈ�"�最高限度 �+ｸ,ﾉ�ﾈ,ﾈ��蟀�ｹ'Y9��備考 
(月分) 宙ﾈ饂｢��(月分) 宙ﾈ饂｢��

支給率等 �#r��#R�36.57 鉄"紊B�52.44 �.吋�����ｯｩ���Y<�~��ｹ'R��2RﾓCRX��蠅���Yk�,ﾈｸ�9�,��+h+ﾙ+)�隗ｨ/����蠅� 

一般会計の制度 (支給率等) �#r��#R�36.57 鉄"紊B�52.44 �.吋�����ｯｩ���Y<�~��ｹ'R��2RﾓCRX��蠅���Yk�,ﾈｸ�9�,��+h+ﾙ+)��-�/����蠅� 

区分 �ｩLｩ�R�

給料総額に対する比率(鶴) ���#"�

17.0 
(平成26年1月1日現在) 
支和対象職員l人当T=り �"縱#��

平均支給月額(円) 

代表的な特殊勤務手当の名称 �.)�X詹9b�

区分 �ｩLｨ檍ﾇh,ﾉ�y7�,h,ﾈ甑:��

扶養手当 �:�+b�

住居手当 �:�+b�

通勤手当 �:�+b�

-16-



水道事業会計債務負担行為に関する調書

事項 侘�7雲��前年度末までの 支払義務発生 (見込)額 剴槙Y年度以降の 支払義務発生 予定額 剄ｶの財源内訳 

期間 ����期間 仞�ｧ｢�国庫補助金 舒仂hﾜ"�その他 

上下水道料 金等システム 導入事業費 ��x冷�平成24年度 から 平成25年度 まで ��x冷�平成26年度 ��x冷�千円 ��x冷���千円 

43.832 �20.335 �*�.r�[ﾙ�ﾃ#吋�7��-ﾈ,R�23.497 剴#2ﾃC途�

延岡市上水 道変更認可 外業務委託 事業費 ��x冷��R����� ��x冷�平成27年度 ��x冷��R�����千円 ��x冷�千円 15.000 

上下水道料 金等システム 導入事業費 ��x冷���� ��x冷�平成27年度 から 平成28年度 まで ��x冷����千円 ��x冷�千円 gD 
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平成26年度　水道事業会計予算明細書

収　益　的　収　入　及　び　支　出

収　　　入　　　　　　　　　　　　(単位:千円)

款項 �?｢�予定窺 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞�ｧ｢�備考 

水道事業収益 ��2,449,910 �� ��

営業収益 ��2.292,903 �� ��

給水収益 ��纉sゅSCB�上水道料金 ��ﾃ都づSCB� 

受託工事収益 �#��3�b�修繕工事収益 ��r紊S��I 

手数料 �"繝Sb� 

その他の■幾業収益 ���B紊C��手数料 �"ﾃ3#B�督促手数料 

下水道事業負担金 ����經C�� 

昌 剔ｼ会計負担金 ������� 

雑収益 鼎ィ�芸詣諾琵霊岬.5 

簡易水道収益 ��ヲ緜�R�給水収益 ��ｳヲﾃ#s"�簡易水道料金 受託工事収益 ��S"�給水装置検査手数料 

手数料 ����ｲ�督促手数料 

14 ��ー56,957 �� ��

昌業外収益 

受取利息及び配当金 涛���預金利息 涛���定期預金利息等 

簡易水道営業外収益 �#��#�R�他会計補助金 �#��#�R� 

長期前受金戻入益 ��3B��3r�受贈財産評価額 ��偵3ッ� 

国庫補助金 都づ田�� 

工事負担金 �3BﾃsSr� 

その他資本収入 涛#R� 

雑収益 嶋�ｳR�不用品売却収益 ���ｲ� 

その他雑収益 塔�B�局所有地使用料等 

特別利益 ��50 �� ��

過年度損益修正益 鉄��過年度損益修正益 鉄�� 
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(単位:千円)

款項 冦｢�予定額 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞��備考 

水道事業費用 ��2,655.850 �� ��

営業費用 ��1.952.653 �� ��

原水及び浄水費 ��ッ纉s"�給料 �#��33��-般稔給5名 

辛当等 途ﾃャb�扶養手当1.272 通勤手当250 i 時間外勤務手当800 住居手当324 

賞与引当金繰入親 �"緜#�� 

法定福利糞 途��C�� 

法定福利費 引当金繰入額 鼎sr� 

被服費 �3B� 

備消品費 涛S�� 

燃料費 �3S�� 

光熱水費 ��CB� 

印刷製本費 田�� 

通信運搬費 ��經c2�回線使用料等 

委託料 ��B經s��水質検査､保守点検等 

手数料 鼎#b� 

修繕費 迭ﾃ���� 

動力費 ��#��3��� 

薬品費 �2ﾃ���� 

保険料 ���� 

公課糞 湯� 

配水及び給水費 �#3����r� �3���s2�一般職絵7名 

給料 

扶養手当1,566 
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款項 �?｢�予定額 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞�醴�備考 

辛当等 ��"ﾃC#B�通勤手当279 時間外勤務手当1.675 期末勤勉手当7.391 住居手当282 管理職手当1.225 i 芸理㌔㌔特望6 

賞与引当金繰入額 �2緜澱� 

法定福利費 ��������共済組合負担金10,004 

法定福利費 引当金繰入額 田sB� 

旅費 ��3�� 

被服費 田�� 

備消品費 涛C�� 

燃料費 塔�2� 

光熱水費 �3c�� 

印刷製本費 ��#�� 

通信運搬費 涛C�� 

委託料 �3�ﾃ3���漏水調査.メーター取替等 

手数料 涛�� 

賃借料 鼎��� 

修繕費 塔���s��絵配水管修理等 

工事請負費 ��津CC�� 

路面復lEl糞 ��"����� 

動力費 釘�#3b� 

材料費 �������直購入材料等 

負担金 鼎�� 

保険料 ��CB� 
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款項 �?｢�予定痩 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞�醴�備考 

公課責 田�� 

量水器 ��津s��� 

受託工事費 鼎づ3唐�給料 ��bﾃSCb�-般職給4名 

辛当等 釘ﾃ鼎r�扶養手当372 通勤手当359 i 

賞与引当金繰入額 �"����� 

法定福利萱 迭ﾃS3��共済組合負担金5.489 

法定福利費 引当金繰入額 �3cb� 

被服費 田�� 

修繕費 唐經��� 

工事請負糞 �������� 

材料費 鼎#R� 

業務費 ��迭��#B�給料 都����ｳ"�一般職絵｡16名 

辛当等 �#Bﾃss��扶養手当2,190 通勤手当1,254 

賞与引当金繰入銀 唐ﾃcsB� 

賃金 ��ﾃs�B�塩時職員賃金 

法定福利費 �#Bﾃ����共済組合負担金23.577 社会保険料241 

法定福利費 引当金繰入卓百 ��經��� 
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款項 �?｢�予定痘 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞��備考 

旅費 鉄"� 

報償費 �3b� 

枚肢費 �#�B� 

備消品費 �｢��c2� 

燃料費 都3"� 

印刷製本糞 釘纉s��納入通知書等 

通信運搬費 ���紊sb�後納郵便料等 

委託料 �#偵�#"�検針､電算概保守等 

手数料 湯ﾃ��B�口座振替手数料等 

賃借料 澱��sB�電算捷賃借料 

修繕費 鼎#�� 

保険料 �#ビ� 

公課糞 ��R� 

総俵費 塔r纉���給料 �#���C��一般職給5名 

辛当等 ��"ﾃs湯�扶養手当702 通勤手当.594 冨理㌔㌔特望8 

賞与引当金繰入額 �"經��� 

賃金 免ﾂ�3s��臨時職員賃金 

法定福利費 唐ﾃ��b� 

法定福利真 一等三三 鼎s�� 
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款項 �?｢�予定乾 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞�ｧ｢�備考 

旅費 �3s�� 

退職給付費 湯ﾃ�モ� 

報償費 �#r� 

被服費 鼎"� 

備消品費 ���3SR� 

燃料費 �##�� 

光熟水費 迭��s2�事務所電気料等 

印刷製本萱 ��ｳC�� 

通信運搬費 ����ｳ3b� 

委託料 釘ﾃ#3B� 

手数料 �#湯� 

賃借料 �"經s��電算機賃借料 

修繕費 ������� 

補償金 ����� 

負担金 鉄�b� 

広告料 鼎�� 

保険料 白ﾃン2�水道施設等の損害保険料 

貸倒引当金繰入額 �"經�2� 

簡易水道費 ��#bﾃンB�賃金 ��ﾃ�#�� 旅費 田�� 

備消品費 ������� 

燃料費 鉄��ｲ� 

光熟水費 ��ﾃC�b�施設用電気料 

通信運搬費 澱�#c��回線使用料等 

委託料 鼎r纉��� 

手数料 田r� 

賃借料 �3c2� 
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款項 �?｢�予定額 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞�醴�備考 

修繕費 �32�����給配水管修理等 

動力費 �#津#c�� 

薬品費 ��紊s�� 

材料費 鉄��� 

負担金 塔�� 

保険料 ��ﾃ�sb�I 水道施設妻の損害保険料 

公課費 ��B� 

量水器 ��ﾃS3�� 

減価償却費 涛��ﾃC�r�上水道有形固定 資産減価償却費 都�B��ｳ���建物20,578 構築物595.705 機械及び装置92,853 車両運搬具2.ー50 

簡易水道有形固定 資産減価償却費 �#cBﾃCS��建物10,982 車両運搬具172 

無形固定資産 減価償却費 ��繝Sr�リース資産 

資産減羊毛費 涛b纉3��上水道固定 資産除却糞 都B經S2� 
簡易水道固定 資産除却費 �#"���r� 

たな卸資産減耗費 �#s�� 

その他営業費用 ���雑支出 ��� 

営業外費用 ��286.708 �� ��

支払利息及び企業債 取扱諸費 �#�2縱�"�上水道債利息 ��cr經S2� 
簡易水道債利息 鼎Rﾃ##�� 
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款項 冦｢�予定額 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞�ｧ｢�備考 

リース利息 �3C�� 

一時借入金利息 田S�� 

雑支出 ��2�不用品売却原価 ���� 

その他雑支出 �2� 

消費税及び 地方消費税 鉄"ﾃ��2�消費税及び 地方消費税 鉄"ﾃ��2� 

特別損失 ��433.489 �� ��

固定資産売却損 �����固定資産売却損 ����� 

過年度損益修正損 �"經���過年度損益修正損 �"ﾃS��� 

貸倒損失 �3#��貸倒損失 �3#�� 

その他特別損失 鼎3�經c��その他特別損失 鼎3�經c��賞与引当金繰入額27,079 禁書金㌔Pi蓋4,925 貸倒引当金繰入額4.801 

予備費 冰ﾉOYN��3,000 冰ﾉOYN��3.000 ��
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資　本　的　収　入　及　び支　出

収　　　入　　　　　　　　　　　　(単位:千円)

款項 冦｢�予定額 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞��R�備考 

資本的収入 ��591,983 �� ��

企業dt ��393,200 �� ��

企業債 �3�2ﾃ#���企業債 �3�2ﾃ#���I 浄水施設整備事業費35.100 雲量水道施設整備事.08,.00 

工事負担金 ��53.860 �� ��

工事負担金 鉄2繝c��上水道工事負担金 鉄2繝c�� 

国庫補助金 ��61.725 �� ��

国庫補助金 田�縱#R�水道施設整備費 国庫補助金 ��偵S��� 
簡易水道施設整備 費国庫補助金 鼎"ﾃ##R� 

出資金 ��83.188 �� ��

他会計出資金 塔2��モ�元金償還金出資金 都"�#3�� 
配水施設整備事業 他会計出資金 ���ﾃ鉄�� 

固定資産 売却代金 ��~10 �� ��

固定資産売却代金 ���� �� 
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(単位千円)

款項 �?｢�予定乾 丿X什k鞏r�

節 仞�ｧ｢�備考 

資本的支出 ��1,812.609 �� ��

建設改良費 ��1.204.768 �� ��

配水施設整備事業費 田c津#3��給料 鼎�ﾃ#3��一般職絵目名 

辛当等 ��R紊�"�扶養手当1.810 通勤手当712 i 時間外勤務手当1.200 住居手当1,836 期末勤勉手当9.934 

賞与引当金繰入親 釘ﾃ田�� 

賃金 涛c��臨時職員賃金 

法定福利費 ��2縱#b�共済組合負担金13,6ー0 

法定福利費 引当金繰入額 涛��� 

旅費 都sr� 

退職給付費 �2經��� 

被服費 涛�� 

備消晶費 ��紊3�� 

印刷製本費 鼎モ� 

通信運搬費 釘� 

委託料 �#"紊3��上水道変更認可外業務委託等 

賃借料 ��"� 

修繕費 ����� 

工事請負費 鉄��紊S��配水管布設工事等 

補償金 澱ﾃS���移転補償 

負担金 ��SR� 

用地費 鉄R����� 

浄水施設整備事業費 ��Sbﾃ����工事請負費 ��Sbﾃ���� 
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款項 冦｢�予定額 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞�醴�備考 

配水施設維持 管理事業費 涛bﾃ#3r�給料 途緜�2�-般職給2名 

辛当等 �2��CR�扶養手当588 通勤手当167 期末勤勉手当1.900 

賞与引当金繰入毅 涛S�� 

法定福利費 �"經Sr�共済組合負担金2,537 

法定福利費 引当金繰入額 ��s"� 

退職給付費 塔��� 

被服費 �3B� 

燃料費 鼎�b� 

手数料 �3�� 

修繕費 �3�2� 

工事請負費 塔������ 

保険料 鉄2� 

公課費 ��R� 

簡易水道建設改良費 �#CR繝#R�給料 ��"ﾃ����一般職絵3名 

辛当等 迭ﾃscr�扶養手当666 通勤手当155 住居手当204 

賞与引当金繰入菰 ��經s"� 

法定福利糞 釘�#sB� 

法定福利費 引当金繰入妻百 �#コ� 
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款項 冦｢�予定額 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞�ｹｲ�備考 

旅費 田B� 

退職給付費 �｢ﾃ�cr� 

被服費 都�� 

委託料 �"ﾃ���� 

工事請負費 �#�bﾃ����簡易水道施設整備工事 

用地費 白��D飛� 

簡易水道施設 維持管理事業費 �(爾ﾃ����工事請負費 �#������ 

リース債務 支払較 �2纉CB�リース債務支払額 �2纉CB� 

有形固定資産 購入費 ��"經#2�上水道量水器 ��ﾃ���� 
簡易水道量水審 ��c�� 

上水道工具器具 及び備品 湯ﾃ#��� 

上水道車両運搬具 ���3c"� 

企業債償還金 ��607.84ー �� ��

企業債償還金 田�r繝C��上水道債償還金 鼎SR縱3r� 

簡易水道債償還金 ��ｳS"ﾈ�ｳ�B� 
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注記

Ⅰ.重要な会計方針

当年度より､改定後の地方公営企業会計基準を適用して､財務諸表等を作成している｡

1　たな卸資産の評価基準及び評価方法

･貯蔵品　移動平均法による原価法

2　固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産(リース資産を除く)

t減価償却の方法　　　定額法(ただし､取替資産については取替法による｡)

･主な耐用年数

建物　　　　　　　　　　　　15年～60年

構築物　　　　　　　　　　　25年～40年

機械及び装置　　　　　　　　　8年～20年

車両運搬具　　　　　　　　　　　　　5年

工具､器具及び備品　　　　　　5年～15年

(2)リース資産

･所有権移転ファイナンス･リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法による0

3　引当金の計上方法

(1)退職給付引当金

職員の退職手当の支給に備えるため､ ｢退職手当の負担方法に関する要綱｣に基づき､当年度末に

おける退職手当の要支給額に相当する金額を計上している｡

(2)賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため､当年度末における支給見込額に基づき､当年

度の負担に属する額を計上しているD

(3)法定福利費引当金

職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため､当年度未における支給見込

額に基づき､当年度の負担に属する額を計上している｡

(4)貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため､貸倒実積率等による回収不能見込額を計上している｡

4　消費税及び地方消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている｡

Ⅱ.予定貸借対照表等関連

引当金の取崩し

(1)退職給付引当金の取崩し

平成26年度において､退職手当として24,335,000円を支給することとなったため､退職給付

引当金24,335,000円を取り崩したD

(2)賞与引当金の取崩し

平成26年度において､期末手当及び勤勉手当として27,079,000円を支給することとなったた

め､賞与引当金27,079,000円を取り崩した｡
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(3)法定福利費引当金の取崩し

平成26年度において､期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費として4,925,000円を支出するこ

ととなったため､法定福利費引当金4,925,000円を取り崩した｡

Ⅲ.リース契約により使用する固定資産

1リース会計に係る特例措置

所有権移転外ファイナンス･リース取引については､通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

によっている0

2　賃貸借を行っている所有権移転外ファイナンス･リース取引に係る未経過リース料相当額

1年内　　5,973,960円

1年超　　5,973,960円　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

Ⅳ.その他の注記

新会計基準移行に係る経過措置

(1)退職給付引当金に関する経過措置

会計基準変更時における引当不足額393,764,000円については､平成26年度に特別損失として一

括計上している｡

(2)リース資産に係る経過措置

･リース取引開始日が平成26年3月31日以前の所有権移転ファイナンス･リース取引については､

未経過リース料期末残高相当額をリース資産に計上しているo

･リース取引開始日が平成26年3月31日以前の所有権移転外ファイナンス･リース取引について

は､引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている｡

(3)みなし償却制度の廃止に伴う経過措置

平成26年3月31日における償却資産の取得又は改良に充てるための補助金等で現に資本剰余金と

して整理している額については､平成26年3月31日以前に取得又は改良した資産で､補助金等との

対応関係を個別的に把握できる資産を除いたすべての資産(ただし､補助金等を充てずに取得又は改

良したことが明らかな資産は除く｡)を対象とした按分等の方法を用いて合理的に整理している｡
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平成26年度

下水道事業会計予算書



議案第75号

平成26年度　延岡市下水道事業会計予辛

(総　則)

第1条　　平成26年度延岡市の下水道事業会計の予算は､次に定めるところによる｡

(業務の予定量)

第　2　条　　業務の予定量は､次のとおりとするo

(1)排水戸数　　　　　　　　　　　　42,152戸　　　1

(2)年間総排水量　　　　　　　　　17,089,000 m3

(3) 1日平均処理水量　　　　　　　　　46.819 m3

(4)主要な建設改良事業

(ア)公共下水道事業　　　　　1.446.794千円

(収益的収入及び支出)

第3条　　収益的収入及び支出の予定額は､次のとおりと定める｡

収　　　　入

第1款事業収益　　　　　　　　3.794,911千円

第1項　営　業　収　益　　2.198.146千円

第2項　営　業　外　収　益　1.596,758千円

第3項　特　別~　利　益　　　　　　7千円

支　　　　出

第1款事業費用　　　　　　　　3,743.411千円

第1項　営　業　費　用　　2,981,884千円

第2項　営　業　外　費　用　　　723,001千円

第3項　特　別　損　失　　　36,526千円

第4項　予　　備　　費　　　　2,000千円

(資本的収入及び支出)

第4条　　資本的収入及び支出の予定額は､次のとおりと定める(資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する鏡1.278.429千円は､過年度分損益勘定留保資金197.737千円､当年度分

損益勘定留保資金1 ,029,1 92千円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整

額5l.500千円で補てんするものとする｡ ).
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収　　　　入

第1款　資本的収入　　　　　　　　　2.131.593千円

第1項　企　　　業　　　債　　1.322.900千円

第2項　他会計出資金　　179.841千円

第3項　国　庫　補　助　金　　　622.100千円

第4項　負担金及び分担金　　　　5,668千円

第5項　その他資本的収入　　　1,084千円

支　　　　出

第1款　資本的支出　　　　　　　　　3.410.022千円　　　i

第1項　建　設　改　良　費　　1.473.554千円

第2項　企業債償還金　　1.938.468千円

(債務負担行為)

第　5　条　　債務負担行為をすることができる事項､期間及び限度親は､次のとおりと定める｡

事項 弍ｨｭB�限度鈷 

下水処理施設等維持管理 兌ﾙ�ﾃ#yD�7��*�.r�30,283千円 

業務委託事業費 兌ﾙ�ﾃ#吋�7��-ﾈ,R�

(企業債)

第　6　条　　起債の目的､限度額､起債の方法､利率及び償還の方法は､次のとおりと定める｡

起債の目的 剏ﾀ度額 亢鞋(,ﾉ_ｹd��利率 傚隴(,ﾉ_ｹd��

企業債 佰hｺH岔�Y;��馼ｼiN��709.200千円 ���8ｮﾈ妺?ﾉiH,ﾒ��伊IJﾘﾗ2�5.0%以内 (ただし､利 率見直し方 式で借り入 れる資金に ついて､利率 の見直しを 行った後に おいては､当 該見直し後 の利率) ��ﾙWｸ��ｾ�,�,(*(,B�,ﾙ�ﾙWH��ﾈ�,�.h.械�ｾ(ﾗ8+ｸ,ﾉ�ﾈ,ﾈ�ｨﾘr�,�,ﾘ+ｸ,ﾈﾜ(ﾊ��(,hｺb�.�+x.�,h+�.ｸ,�.h.薬�+ﾘ+�+ZHﾞ��ﾘ�8,ﾉ72�ﾘx,�.h.飲隴(ｯｨﾌ�/��%ｨ�+ZHﾄｨ�8�ｭ)iB�,ﾙ.�y�,倆悪x*h.�+��,h*ｨ,X*ｸ.薬�

資本費平準化債 �568,000千円 

特別措置分 �45,700千円 

合計 �1,322,900千円 
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(一時借入金)

第　7　条　　一時借入金の限度額は､ 500.000千円と定める｡

(予定支出の各項の経費の金額の流用)

第8条　　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は､次のとおりと定める｡

(1)営業費用と営業外費用

(議会の議決を経なければ流用することのできない経費)

第9条　　次に掲げる経費については､その経費の金額を､それ以外の経費の金銀に流用し､

又はそれ以外の軽費を､その経費の金額に流用する場合は､言集会の議決を経なけれ

ばならない｡

(1)職旦給与費　353.417千円

(他会計からの補助金等)

第10条　下水道事業費用及び資本的支出にあてるため一般会計からこの会計へ補助等を

受ける金額は､ 1,208,1 87千円である｡

平成26年　2月　25日　提出

延岡市長　　首　藤　正　治

-35-



-36-



下水道事業会計予算に関する説明書



平成26年度　下水道事業会計予算実施計画

収益　的　収入　及　び支　出

収　　　入

(単位:千円) 

款 俘��目 冰ﾉ.榎2�備考 

1.事業収益 ���8ｼh�傭�"�8ｼh､�ｸ傭�2�<�¥ｩy�b�(1)使用料 (2)負担金 (3)その他営業収益 (1)負担金 (2)補助金 (3)長期前受金戻入益 (4)雑収益 (1)過年度損益修正益 (2)その他特別利益 �2縱釘纉���"��唐ﾃ�Cb��繝c"������33BﾃscB���3�"��ﾃS澱縱S���"ﾃcS��cc��3cb�ゴ2��ィ�SS��r�"�R� 

款 俘��日 忠���uﾉ.��R�位:千円) 備考 

1.事業費用 ���8ｼiN��ﾒ�"�8ｼh､����2�<�¥ｩ�俯��(1)管渠費 (2)ポンプ場貴 (3)処理場柔 く4)業務費 (5)総係貴 く6)減価償却費 (1)支払利息及び 企業債取扱諸費 (2)消費税及び地方消費税 (1)過年度損益修正損 �2縱C2ﾃC���"ﾃ塔�繝ィ�cR���"�迭ﾃS���SC"�3����#B縱S��s2ﾃ�#��"ﾃ������2�s#2�����c�"�3���3�縱���3b經#b�2�3Sb� 

4)予備費 茶"�+ｸ,ﾉ�ﾉ<�¥ｩ�俯����冰ﾉOYN��33.170 2,000 2.000 
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資　本　的　収　入　及　び　支　出

収　　　入

(単位:千円)

款 ����目 冰ﾉ.逢｢�備考 

1.資本的収入 ��舒仂hﾜ"�"��ﾈ檍ﾇh���ｾ��2俛�ﾌ竸(�ｾ��B儿�%8ｾ��(1)企業債 (1)他会計出資金 (1)国庫補助金 �"ﾃ�3�經�2���3#"纉�����3#"纉�����s津イ���s津イ��c#"ﾃ����c#"�����R緜c��Rﾃcc�����ィ����ィ� 

及び分担金 5)その他 茶�假8揺�)X�%8ｾ�饂ｩ%8ｾ��

資本的収入 茶�舒霎�靖_h�?ﾂ�

支　　　出

(単位:千円) 

款 俘��目 冰ﾉ.逢｢�備考 

1.資本的支出 ��佶ｩ�ﾘ淤|yN��"舒仂hﾜ(�ｭ(ｾ��(1)補助建設事業費 (2)単独建設事業費 (3)受益者負担金等徴収費 (4)営業設備費 (5)リ-ス債務支払額 (1)企業債償還金 �2紊��ﾃ�#"��紊s2經SB���#Crﾃ�����湯縱釘�#"紊�"���#���2��#���纉3bﾃCc���纉3bﾃCc�� 

-38-



平成26年度下水道事業会計予定キャッシュ･フロー計算書

(平成26年4月1日から平成27年3月31日まで)

1業務活動によるキャッシュ･フロー

当年度純利益
減価償却費
貸倒引当金の増減板(△は減少)

退職給付引当金の増減額(△は減少)

賞与引当金の増減亀(△は減少)
法定福利費引当金の増減鏡(△は減少)

長期前受金戻入転
支払利息
未収金の増減板(△は増加)

未収消費税及び地方消費税の増減親(△は増加)
未払金の増減亀(△は減少)

未払消費税及び地方消費税の増減板(△は減少)
小計

利息の支払転
業務活動によるキャッシュ･フロー

2　投資活動によるキャッシュ･7ロー

有形固定資産の取得による支出
国庫補助金による収入

負担金及び分担金による収入
投資活動によるキャッシュ･フロー

3　財務活動によるキャッシュ･フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

他会計からの出資による収入
ファイナンス･リース債務の返済による支出

基金取崩しによる収入

財務活動によるキャッシュ･フロー

資金増加亀(又は減少板)

資金期首残高
資金期末残高
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0

2,080.1 1 3,000

1 0,526,505

21,077.000

1 1,283,000

2.058,000

△ 853,1 84,000

692,287.809

△ 36,942,551

4.071 ,400

A 22,855.290

1 3,000,000

1 ,921 ,434,873

A 692.287,809

1,229,147.064

△ 1,340,618.710

576,51 5.000

7,046,646

△ 757.057,064

1.322,900,000

A 1,936.468,000

1 79,841 ,000

A g,980,000

1 ,084,000

A 435,623,000

36,467,000

264.145,252

300.61 2,252



平成25年度　下水道事業予定損益計算書(税　抜)

(平成25年4月1日から平成26年3月31日まで)

1.営業肱益

(1)使用料

(2)負担金

(3)その他営業収益

2.営業費用

(1)管渠貴

く2)ポンプ場費

(3)処理場費

(4)業務費

(5)総係貴

く6)減価償却費

(7)資産減耗費

営　業　損　失

3.営業外収益

(1)負担金

(2)補助金

(3)雑収益

1.728,544,000

335,7 1 8,000

1.878,000

65,776,000

84.765,000

505.402.000

1 26,036,000

58,760,000

1 ,217,530.000

36.358.000

88,496,000

745.643.000

2.308.000

4　営業外費用

(1 )支払利息及び企業債取扱諸費　　720.893,000

経　常　利　益

5　特別利益

(1 )過年度損益修正益

(2)その他特別利益

6.特別損失

(1 )過年度損益修正損

(2)その他特別損失

7.予備費

当年度純利益

前年度繰越利益剰余金

当年度未処分利益剰余金

82777.000

2,393,000
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2.066.1 40,000

2.094.627.000

(単位:円)

28.487.000

A 85,163,000



平成25年度　下水道事業予定貸借対照表(税　抜)

(平成26年3月31日)

資　産　の　部

l.EEl定　資　産

(1)有形固定資産

(イ)土　地

(口)建物

減価償却累計額

(ハ)構　築　物

減価償却累計額

(二)機械及び装置

減価償却累計額

(ホ)車両運搬具

減価償却累計額

(へ)工具､器具及び備品

減価償却累計額

有形固定資産合計

(2)投資

(イ)基金

(ロ)出資金

投資合計

固　定　資　産　合　計

2.流　動　資　産

(1 )現金預金

(2)未収金

流　動　資　産　合　計

資　産　合　計

677,1 68.642

2.644,994.370

240.522,605　　　2.404.47 1 ,765

59,905.1 29,059

6,279,907,925　　　53,625.221,134

10,1 53.935,447

2,日1 ,579,863　　　8.042,355.584

6,41 4,093

4.690,778　　　　　1 ,723,315

4,795,208

4.555.504　　　　　　239,704
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(単位:円)

64.751,1 80,144

264,1 45,252

309.918,039

●64,757.165,144

574,063.29 1

65,331.228,435



負　債　の　部

3.固　定　負　債

(1)企　業　債

EEf　定　負債　合　計

4.流　動　負債

(1)未払金

(2)その他流動負債

流動　負債　合　計

負　債　合　計

5.資　本　金

(1)自己資本金

(2)借入資本金

(イ)企　業　債

資　本　金　合　計

6.剰　余　金

(1)資本剰余金

(イ)受贈財産評価額

(ロ)国庫補助金

(ハ)県補助金

(二)受益者負担金･分担金

(ホ)工事負担金

資　本　剰　余　金　合　計

(2)利益剰余金

(イ)当年度未処分利益剰余金

利　益　剰　余金　合　計

剰　余　金　合　計

資　本　合　計

負債　資　本　合　計

3,055. 1 60,700

372.729,583

1,779,340

資　本　の　部

5,1 97.974,039

28･378･354,1 3 1　28,378.354,1 3 1

61 7,044,784

25,1 74.672.523

566,239,047

1,925.781,875

41,492,413
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28.325,230,642

3,055, 1 60,700

374,508,923

3,429,669,623

33.576,328,1 70

28.325,230,642

61,901.558,812

65,33 1 ,228,435



1.固　定　資　産

(1 )有形固定資産

(イ)土　地

平成26年度　下水道事業予定貸借対照表(税　抜)

(平成27年3月31日)

資　産　の　部

677.1 68.642

(ロ)建　物　　　　　　　　2,663,591,370

減価償却累計額　　　△577,281 ,281　　2,086.31 0.089

(ハ)構築物　　　　　60.649.001,059

減価償却累計龍　　△ 1 1 ,234,033.81 0　　49.41 4.967,249

(二)機械及び装置　　　1 0,753,41 1.447

減価償却累計額　　△5,043.895,928　　5,709.51 5.51 9

(ホ)車両運搬具　　　　　　　7.543.093

減価償却累計窺　　　　△5,1 29,778

(へ)工具､器具及び備品　　14,795,208

減価償却累計額

(ト)リース資産

減価償却累計額

有形固定資産合計

(2)無形固定資産

(イ)リース資産

無形固定資産合計

(3)投資その他の資産

(イ)基金

(口)出資金

投資その他の資産合計

固　定　資　産　合　計

2.流　動　資　産

(1)現金預金

(2)未　収　金

貸倒引当金

流　動　資　産　合　計

資　産　合　計

338. 995,544

△8,526.505
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57,905.1 71 ,053

1 ,743,984

300.61 2,252

330,469.039

7,792,535

△2,336,000

(単位円)

57.91 1,816,037

631.081 ,291

58,542,897.328



負　債　の　部

3　固　定　負債

(l)企　業　債

(2)リース債務

(3)引　当　金

(イ)退職給付引当金

固　定　負　債　合　計

4.流　動　負　債

(1)企　業　債

(2)リース債務

(3)未　払　金

(4)引　当　金

(イ)賞与引当金

(口)法定福利費引当金

(5)その他流動負債

流　動　負　債　合　計

5.繰　延　収　益

(1 )長期前受金

(イ)受贈財産評価額

収益化累計嶺

(ロ)国庫補助金

収益化累計額

(ハ)県補助金

収益化累計額

(二)受益者負担金･分担金

収益化累計額

(ホ)工事負担金

収益化累計額

繰　延　収　益　合　計

負　債　合　計

6.資　本　金

7.剰　余　金

(1 )資本剰余金

(イ)受贈財産評価額

(ロ)国庫補助金

(ハ)県補助金

資　本剰　余　金合　計

剰　余　金　合　計

資　本　合　計

負　債　資　本　合　計

1 9,823.000

3,61 1.000

436,595.222

9.467,000

1 9.820,227.445

784,32 9,000

392,31 0.065

1 6.074,000

1.642,1 60.841

42.423,000

38,71 3,345

891 ,000

資　本　の　部
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28,929,323.428

2,32 9.454.845

429.481 ,098

5,807.296,1 37

58.542,897,328

28,896,898.831

4,235,597

28.1 89,000

1 ,923.048,000

3,068,922

378.1 24,583

23,434.000

1 ,779,340

427,1 28.222

1 9,035.898.445

376,236,065

1.599,737,841

37.822,345



下水道事業会計給与費明細書

(1)　総　　括

(単位.千円)

区分 剞E員数 (人) 从ｹu餒��剿@定 福利費 俘xﾇb�

給料 ���9i9��計 

本 年 度 ���hｪ�.育云��X蹴�21 涛"��#��80,135 ��s"ﾃ�c2�34.923 �#�r��ッ�

資本勘定支弁職員 ��b�69.600 鉄��3S��119.959 �#bﾃ3s"�146.331 

合計 �3r�161.628 ��3�ﾃC釘�292,122 田��#迭�353,417 

前 年 度 ���hｪ�.育云��X蹴�21 涛r纉ビ�52,l90 ��S�ﾃ�sr�!34.596 ��ィ縱s2�

資本勘定支弁職員 ��b�68,008 �3B�3���102.388 �#2ﾃ�32�126.321 

合計 �3r�165.995 塔bﾃSs��252,565 鉄ゅS#��311,094 

比 較 ���hｪ�.育云��X蹴�0 ��#Rﾃ鉄��27,945 �&ﾂ纉ッ�327 �#"ﾃ3�2�

資本勘定支弁職員 ���1.592 ��R纉s��17,571 �"ﾃC3��20.010 

合音十 ���△4.367 鼎2ﾃ�#B�39.557 �"ﾃscb�42,323 

辛 当 等 の 内 釈 仞iZ｢�扶養 �,ｨｼ��時間外 偖ｨｸ��手当 偃�9b�勤務手当 偃�9b�

本年度 澱ﾃs唐�-3.199 �"纉Sr�2,493 

前年度 途��3��3,478 �"ﾃ鉄r�2.990 

比較 ��##C��△279 ���△497 

辛 当 等 の 内 釈 仞iZ｢�管理職 弍ｩihｼ饐r�退職 手当 偃�9b�給付費 

本年度 �"纉#��79,285 �3"ﾃ�32�

前年度 ��緜3r�61.134 途ﾃ33b�

比較 ��ﾃ#�"�18,ー51 �#R紊途�
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(2)給料及び手当等の増減魚の明細

区分 ��ﾘﾋ逢｢���x冷��増減事由別内訳 (千円) 剪E明 く千円) 儖Xﾖﾂ�

給料 ��#B�3cr�1.昇給に伴う ���#�R� 兌ﾘｼ�虻ｹzh爾蔬�<B�

増加分 劍箞ｸｹ�8ﾍｳ3)�ﾂ�

2.その他の ��#R經s"�新陳代謝による漉分 ��Xｨ��H,ﾈ甑:��8ｻR�

増減分 凵｢20.209 他の会計との人事 ��Hy((ｧﾒ宙+ｸ,ﾉ�ﾂ宙ﾇb��

交流による増分 冏ｹD�7�3i�ﾃ��ﾃ3y�ﾂ�

14.534 ����7�3y�ﾃ��ﾃ3y�ﾂ�

昇任による増分 儂Hｧ(�(自�ﾃ��ﾃ��ﾂ�

103 �I9�,ﾈ�8ｻRﾃ9�ﾂ����X�#i�ﾂ��ﾈ,ﾈ檍ﾇh*�.y5ﾙ?ﾃy�ﾂ��ﾈ,ﾈ檍ﾇh-i5ﾘ�I�ﾂ�

辛当等 鼎2纉#B�1.その他の 増減分 鼎2纉#B�鉄拳手当△240 通勤手当△279 住居手当△497 管理職手当1.292 期末勤勉手当18.151 ��hｮ顏�ﾊ�+ﾈ+X,�.h.��ﾘ/�ｭﾈ-��

退聴給付真25.497 ��hｮ顏�ﾊ�+ﾈ+X,�.h.��ﾘ/�ｭﾈ-��
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(3)給料及び手当等の状況

ア､職旦一人当たり給与

区分 刪齡ﾊ職 

平成26年1月1日現在 兌ﾘｼ�ｹ{�霆竏冷��354,898 平均給与月魚(円) �3ヲ紊CR�

平均年齢(歳.月) 鼎r貳ﾂ�

平成25年1月1日現在 兌ﾘｼ�ｹ{�鞆ﾒ�竰�379.845 平均給与月額(円) 鼎3BﾃC#"�

平均年齢(歳.月) 鼎ゅ2�

ィ､初任給(且位:円) 

区分 �ｩLｩ�R�一般会計の制度 
一般職 

高校卒 ��C������140.100 

大学卒 ��s"ﾃ#���172,200 

ウ､級別舶数(卓也.人%) 

区分 儉ｩ�R�
級 ��YX��B�構成比 

平成26年1月1日現在 度ｸ��0 �����

6級 ���2.8 

5級 �#��55.6 

4級 ����27.8 

3級 �"�5.6 

2級 �2�8.3 

1級 ���0.0 

計 �3b�100.0 

平成25年1月1日現在 度ｸ��0 �����

6級 ���2.8 

5級 �#"�61.1 

4級 唐�22.2 

3級 �"�5.6 

2級 �2�8.3 

1級 ���0.0 

計 �3b�100.0 

(級別の標準的な職務内容)

区分l 途�級 ��b�級l 迭�級 

一般職 仂y+r�局次長 課 �ｸ鴿+r�主任主事 

局次長 �+r�攤鴿+r�課長補佐 係長 偃YD8ｵｨ蹌�

3級 �(ｸ��1級 

主任主事 偃X饕襍ｨ蹌�主事.技師 

主任技師 偃X駟^"�主事補 技師補 亰ｨ蹣^"�



工､昇格(単位:人､%) 

区分 劍自Lｩ�R�

本 年 皮 ��X什�B�����3b�昇給に係る職長数(8) �32 

号俸数別内訳 ��ﾘi^��4 
2号俸 澱�

4号俸 �#��

5号俸 �"�

比率(B)/CA) �88,9 

節 年 度 ��Y5��B�����3r�昇給に係る職員数(B) �31 

号俸数別内訳 ��ﾘi^��1 2号俸 釘�

4号俸 �#b�

比率(B)/(A) �83.8 

区分 倡虻ｸｯｩ¥ｨ辷ｸｹzb�剞E制上の段階､職務 の級等による加井措置 儖Xﾖﾂ�6月 (月分) ��(ﾈ��以饂｢��支給率計 (月分) 

本年度 ��纉��2.05 �2纉R�有 ��

前年度 ��纉��2.05 �2ﾃ迭�育 ��

一般会計の制度 ��纉��2.05 �2纉R�育 ��

力､定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

区分 �#�D霈���,ﾈｬR�25年勤続の看 �3YD霈���,ﾈｬR�最高限度 �+ｸ,ﾉ�ﾈ,ﾈ��蟀�ｹ'Y9��備考 
(月分) 宙ﾈ饂｢��(月分) 宙ﾈ饂｢��

支給率等 �#r��#R�36.57 鉄"紊B�52.44 �.吋�����ｯｩ���Y<�~��ｹ'R��2X��CRX��蠅���Yk�,ﾈｸ�9�,��+h+ﾙ+)�隗ｨ/����撮� 

一般会計の制度 (支給率等) �#r��#R�36.57 鉄"紊B�52.44 �.吋�����ｯｩ���Y<�~��ｹ'R��2RﾓCRX��蠅���Yk�,ﾈｸ�9�,��+h+ﾙ+)�隗ｨ/����蠅� 

区分 �ｩLｨ檍ﾇh,ﾉ�y7�,h,ﾈ甑:��

扶養手当 �:�+b�

住居手当 �:�+b�

通勤手当 �:�+b�
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下水道事業会計債務負担行為に関する調書

事項 侘�7逢｢�前年度末までの支払 義務発生(見込)額 剴槙Y年度以降の 支払義務発生予定額 剄ｶの財源内訳 

期間 仞�ｧ｢�期間 仞�ｧ｢�国庫補助金 舒仂hﾜ"�その他 

下水処理施設等維持 管理業務委託事業Jt ��x冷�爾ﾃc3"ﾃ����平成24年度 から 平成25年度 まで ��x冷�c#偵�3"�平成26年度 から 平成28年度 まで ��x冷�����"繝c��千円 i ��x冷�千円 1,002.868 

下水処理施設等維持 管理業務委託事業費 (増加施設等分) ��2ﾃS湯� ��平成26年度 から 平成28年度 まで ��2經湯� ��13.599 

長寿命化計画策定(管路) 業務委託事業兼 ��#R����� ��平成26年度 ��ｳ#Rﾃ����37,000 �#r�����61,GOO 

下水処理施設等維持 管理業務委託事業井 �3�ﾃ#�2� ��平成27年度 から 平成28年度 まで �3��#�2� ��30.283 
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平成26年度下水道事業会計予算明細書

収　益　的　収　入　及　び支　出

収　　　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)

軟項 冦｢�予定額 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞�ｧ｢�備考 

1.事業収益 ��3.794,911 �� ��

1)営業収益 ��2.198.146 �� ��

(1)使用料 ��ﾃツ"ﾃ����使用料 ��繝c"ﾃ����下水道使用料 公共下水道1,751.800 農業集落排水88.600 漁業集落排水相,000 浄1化槽2.600 

(2)負担金 �33B縱cB�一般会計負担金 �#コ�3#"� 

し尿処理負換金 �9?｣迭� 

衛生センター 維持管理負担金 ��ゅ#Cr� 

(3)その他営業収益 ���3�"�手数料 ���3�"� 

2)営業外収益 ��1,596,758 �� ��

(1)負担金 塔"緜S��一般会計負担金 塔"ﾃcS��公共下水道79,2ー2 農業集落排水3,256 漁業集落排水190 

(2)補助金 田c�ﾃ3cb�一般会計補助金 田c�ﾃ3cb�一般会計補助金 公共下水道604,703 農業集落排水48,698 漁業集落排水6.020 浄化槽945 

(3)長期前受金戻入益 塔S2ﾃ�ィ�国庫補助金 都ィﾃ3#�� 

県補助金 ��b��sB� 

受益者負担金.分担金 鼎"紊#2� 

工事負過金 塔��� 

受贈財産評価額 湯紊cr� 

(4)雑収益 鉄S��土地使用料 ����� 

法定外公共物 占用料 �3��� 

延滞金 �2� 

その他雑収益 鉄b� 

3)特別利益 ��7 �� ��

(.)還年霊墳墓 �"�過年度損益修正益 �"� 

(2)その他特別利益 迭�その他特別利益 迭� 
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(単位.千円)

款項 冦｢�予定亀 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞�ｧ｢�備考 

1.事業兼用 ��3.743,411 �� ��

1)営業費用 ��2.981.884 �� ��

(1)管渠兼 田R���"� �� 

給料 ��b經s��-般職稔4名 

辛当等 澱縱c��扶養手当546 通勤手当317 時間外勤務手当517 住居手当648 管理職手当537 期末勤勉手当3.956 児童手当240 

賞与引当金繰入額 ��纉s�� 

賃金 �#S"�その他の賃金 

法定福利貴 迭經3"�共済組合負担金5,483 災害補償負担金49 

法定福利井 引当金繰入盤 �3c�� 

備消耗品兼 田c�� 

光熱水煮 鼎�� 

動力文 �##�� 

燃料貴 都�� 

印刷製本糞 塔��� 

修繕壬 唐ﾃ����桝､マンホール､管葉補修等 

材料★ �2紊#�� 

委託料 �����SB�清掃､調査委托料等 

賃借料 �3C�� 

工手請負糞 ��������施設補修工事 

負担金 湯� 
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款項 冦｢�予定亀 丿Y?ｩk鞏r�
節 仞�ｧ｢�備考 

(2)ポンプ場景 涛RﾃS��� �� 

備消耗品貴 涛b� 

燃料真 �?｣�� 

俸緒モ 免ﾂﾃ3C��ポンプ場施設整備補修等 

手数料 �3R� 

保険料 店�ｲ� 

委託料 塔2縱�b�処理施設等維持管理委託料 

賃催料 田b�1 

負担金 田�� 

公課兼 �3r� 

(3)処理場景 鉄C"�3��� �� 

給料 �3ゅC�2�一般職給8名 

辛当等 ��B�#途�扶養手当2.424 通勤手当605 時間外勤務手当473 管理職手当531 期末勤勉手当9,764 児童手当500 

賞与引当金繰入額 釘繝ィ� 

法定福利費 ��"纉c��共済組合負担金12.877 災害補償負担金92 

法定福利兼 引当金絶入梗 塔�2� 

被服貴 ���"� 

備消耗品糞 �"����� 

光熱水菜 �3��� 

動力糞 �#r�#�2�処理場電気料等 

燃料費 都�� 

書NLt �3"ﾃc�2�処理場施設整備補修等 

薬品貴 �2�#Sr�高分子凝集剤.滅菌用固形塩素､ 

通信運搬兼 �"ﾃ�ッ� 

手数料 都CB� 
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款項 冦｢�予定親 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞�ｹｲ�備考 

保険料 塔2� 

委託料 �3澱緜コ�処理施設等維持管理､汚泥処理､ 施設管理.清掃.測定委託料等 

賃借料 ����� 

工事請負糞 迭蔬DB�施設補修工事 

公課糞 ��ｳ3�� 

(4)業務費 ��ｳ#BﾃsS�� �� 

給料 ��ゅ都r�一般職給5名 

辛当等 迭ﾃSC"�a 扶養.手当528 通勤手当342 時間外勤務手当85 期末勤勉手当4,587 

X与引当金繰入額 �"�#釘� 

賃金 ����釘�時時職員賃金 

法定福利貴 澱ﾃScb�共済組合負担金6.281 災害補償負担金62 社会保険料22日 

法定福利費 引当金繰入額 鼎�r� 

棟t ���� 

報tk費 鉄B� 

被服壬 ��r� 

備消耗品糞 ��ヲ� 

%** �3#�� 

修繕費 涛��� 

手数料 �#R� 

保険料 �#r� 

賃借料 ��ｳb� 

負担金 塔ゅ�cb�下水道使用料賦課徴収に係る 事務費負担金 

補助金 �#�� 

公課菜 途� 
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款項 冦｢�予定観 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞�ｧ｢�備考 

(5)総係糞 都2纉#�� �� 

給料 ��rﾃ塔��一般取捨4名 

辛当等 澱ﾃ����扶養手当312 通勤手当342 時間外勤務手当550 管理職手当531 期末勤勉手当4.253 児童i手当120 

JF与引当金繰入額 �"ﾈ�ｳ#r� 

法定福利費 迭纉c2�共済観合負担金5,942 災害補償負損金21 

法定福利兼 引当金繰入額 �3モ� 

退職給付費 �#R縱#�� 

mt# �#s2� 

被服費 免ﾂ� 

備消耗品糞 ��#�� 

体格* 鉄�� 

通信運搬兼 �#�� 

手数料 迭� 

保険料 ���3�B�下水道施投の損害保険料､ 賠償責任保険料等 

委託料 鼎3"� 

賃借料 ��b� 

負担金 ��ｳ�ﾃャ��兼務職且人件費､庁舎使用. 各種団体負担金等 

箕倒引当金 繰入額 �"經�"�使用料貸倒引当金繰入額 

(6)減価価却兼 �"�����?｣2� �� 

有形固定資産 減価価却兼 �"��s偵3cR���建物68.784 構築物1,441.691 枚械及び装置567,215 車両運搬具439 工具器具及び備品900 ノース資産2.336 

無形固定資産 減価dt却糞 都C��ノース資産 
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款項 冦｢�予定額 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞�ｧ｢�備考 

2)営業外兼用 ��723.001 �� ��

･.,芸者諾品蛋芸 田�"ﾃ3��� �� 

企業dt利息 田��ﾃC#B�企業債利息 公共下水道64一,568 農業集落排水42,153 漁業集落排水5,758 浄化槽945 

一時借入金利息 ��緜��� 

リース利息 �#sr� 

･2)諾至芸豊富 �3�ﾃs��� ��一 

消真鶴及び 地方消モ税 �3�縱��� 

3)特別損失 ��36.526 �� ��

(.)豊年霊損蓋 �2�3Sb� �� 

過年度損益修正損 �2�3Sb� 

(2)その他特別-損失 �32��s�� �� 

その他特別損失 �32��s��受益者負担金100 受益者分担金200 貸倒引当金繰入額9,436 その他引当金繰入額23434 

4)予備費 ��2,000 �� ��

(1)予備費 �"�����予備費 �"����� 
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資　本　的　収　入　及　び　支　出

収　　　　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:千円)

款項 冦｢�予定額 丿Y?ｩk鞏r�
節 仞��R�備考 

1.資本的収入 ��2.131.593 �� ��

1)企業dt ��I,322,900 �� ��

(I)企業dt ���3#"纉���企 都�偵#���公共.企業債 

資本費平準化dt 鉄cゅ���� 

特別措置分 鼎R縱��� 

2)他会計出資金 ��179.841 �� 白�

(1)他会計出資金 ��s津ォ�ｲ�一般会計出資金 ��s偵イ�� 

3)国庫補助金 ��622.100 �� ��

(1)国庫補助金 田#"���B�国庫補助金 田#"����鋳� 

4)負担金 及び分担金 ��5.668 �� ��

(,)芸担金苧分担霊 迭緜c��受益者 負担金.分担金 迭緜c��公共下水道 

5)その他資本的 収入 ��1.084 �� ��

(1)基金取崩収入 ��ﾃ�ィ�基金取舶収入 �｢ﾃ�ィ�基金取踊収入 

-56-



(単位･千円)

軟項 冉��予定額 丿X齷k鞏r�

節 仞�ｹｲ�備考 

1.資本的支出 ��3.410.022 �� ��

1)建牧改良費 ��1.473.554 �� ��

(1)補助建設事業費 ��ﾃ#Crﾃ��B� ��公共下水道補助建設事業費 

給料 鉄2ﾃ����一般取結13名 

法定福利費 �2�����共済組合負担金 

委耗料 ��3r舩��覗査設計委託料 

工事請負兼 ����C2�3�B�排水管布嘘､施設整備工事 

補価費 ���ﾃ����ガス,水道管移設等補償費 

(2)単独建股事業費 ��湯縱釘� ��公共下水道単独建投事業費 

給料 澱經���一般職給一名 

辛当等 �#BﾃcХﾂ�扶養手当2,616 通勤手当1.443 時間外勤務手当一,307 住居手当1.845 管理職手当1,330 期末勤勉手当14.587 児童手当1.560 

Jt与引当金 繰入額 途�#釘� 

賃金 ��ﾃCcB�臨時職員賃金 

法定福利兼 ��b纉�B�共済組合負損金18.755 災害補償負担金159 

法定福利糞 引当金繰入額 ��ﾃ3#R� 

退職給付圭 途���"� 

旅兼 都SR� 

被服費 ���B� 

備消耗品糞 ��ﾅ4�� 

燃料糞 �#S�� 

印刷製本費 ����� 

修繕費 都�� 

通信運搬費 塔#�� 
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款項 冦｢�予定転 丿Y?ｩk鞏r�
節 仞�ｧ｢�備考 

手放料 ���� 

保険料 �#r� 

委託料 �#偵Sc"�調査役計委託料 

賃借料 �3"� 

工手請負費 涛2纉3�� 

補償費 迭繝���ガス､水道管移設等補償費 

負担金 �"�#湯�庁舎使用等負担金 

公課兼 途�i 

(3)等益窟㌔担妾 �#"ﾃC�"� �� 

給料 湯纉ヲ�一般職給2名 

辛当等 �2ﾃ�3��扶兼手当372 通勤手当150 時間外勤務手当25 期末勤勉手当2.492 

賞与引当金 繰入額 ���#Cb� 

法定福利井 �2ﾃ3S"�共済組合負担金3,333 災宰補償負担金19 

法定福利究 引当金繰入額 �##�� 

報鎌手 �#s��前納報償金 

被服兼 途� 

備消耗品糞 ��モ� 

印刷製本壬 �#b� 

手数料 �#�� 

負担金 釘��3��電算業務負担金 
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款項 仍��予定額 丿Y?ｩk鞏r�

節 仞�ｧ｢�備考 

(4)営業殴傭突 ��ﾃ#��� �� 

車両運搬具購入費 ��ﾃ#��� 

(5)I)-スdt務支払額 �2��#�� �� 

リースdt務支払龍 �2��#�� 

2)企業dt珊遷金 ��I,936.468 �� ��

(1)企業dE償還金 ��纉3b紊c�� �� 

元金仇還金 ��纉3b紊c��元金償還金 公共下水道1.805 霊諾霊琵歪11; 浄化槽1 ��s��c3��ccb�ャR�
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注記

I.重要な会計方針

当年度より､改定後の地方公営企業会計基準を適用して､財務諸表等を作成している｡

1　固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産(リース資産を除く)

･減価償却の方法　　　定額法

･主な耐用年数

建物　　　　　　　　15年～50年

構築物　　　　　　　　25年～50年

機械及び装置　　　　　8年～20年

車両運搬具　　　　　　　　　5年

工具､器具及び備品　　5年～15年

(2)無形固定資産(リース資産を除く)

･減価償却の方法　　　定額法

･主な耐用年数

地上権　　　　　　　　　　　5年

(3)リース資産

･所有権移転ファイナンス･リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によるa

2　引当金の計上方法

(1)退職給付引当金

職員の退職手当の支給に備えるため､ ｢退職手当の負担方法に関する要綱｣に基づき､当年度

末における退職手当の要支給額に相当する金額を計上しているD

(2)賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため､当年度末における支給見込額に基づき､当

年度の負担に属する額を計上しているD

(3)法定福利費引当金

職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため､当年度末における支給見

込額に基づき､当年度の負担に属する額を計上している｡

(4)貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため､貸倒実積率等による回収不能見込額を計上している｡

3　消費税及び地方消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている｡
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Ⅱ.予定貸借対照表等関連

引当金の取崩し

(1)退職給付引当金の取崩し

平成26年度において､退職手当として4,644,000円を支給することとなったため､退職給付

引当金4,644,000円を取り崩したD

(2)賞与引当金の取崩し

平成26年度において､期末手当及び勤勉手当として19,823,000円を支給することとなったた

め､賞与引当金19,823,000円を取り崩した｡

(3)法定福利費引当金の取崩し

平成26年度において､期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費として3,611,000円を支出する

こととなったため､法定福利費引当金3,611,000円を取り崩した｡

1

Ⅲ.セグメント情報の開示

1報告セグメントの概要

延岡市下水道事業では､公共下水道事業(特定環境保全公共下水道事業を含む) ､農業集落排水

事業､漁業集落排水事業及び浄化槽事業を運営しており､各事業で運営方針及び事業規模が異なる

ことから､この4つを報告セグメントとしている｡

なお､各報告セグメントに属する事業の内容は､以下のとおりである. 

事業区分 倬hｼh,ﾉ>�vR�

公共下水道事業 (特定環境保全公共 佰hｺH岔�Y;倬hｼh,�*�*�.佶ｩ�ﾘ淤|xｼik��

下水道事業を含む) 亶�-�査鰄ｬyyﾘｼik��

農業集落排水事業 僞�h�x飄)�X馼ｼh,�*�*�.�ｸ鰄ｬyyﾘｼik��

漁業集落排水事業 仍仂h�x飄)�X馼ｼh,�*�*�.�ｸ鰄ｬyyﾘｼik��

浄化槽事業 ��(峪�X馼ｼh,�*�*�.�ｸ鰄ｬyyﾘｼik��
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2　報告セグメントごとの営業収益等(税抜)

(平成26年4月1日から平成27年3月31日まで)

公共 下水道事業 僞�h�x��G)�X馼ｼb�漁業集落 排水事業 窒��(峪�X馼ｼb�単位:千円) 合計 

営業収益 �1,962,242 塔"ﾃC#��17,676 �"ﾃC���2064765 

使用料 ��ﾃc#津sc"�82,428 ��rﾃcsb�2,419 ��s3##コ�

一般会計負担金l285,322 �0 ���0 �#コﾃ3#"�

営業費用 �2,603,583 �#SrﾃCS��62,6937,123 �2930857 

営業損益 凵｢641,341 ��#�sRﾃ�3��△45,017 ��#Bﾃs�B�△866,092 

営業外収益 �1,319,590 �##�ﾃS澱�50,887 迭ﾃccb�1596739 

一般会計負担金 都津#�"�3,256 �����10 塔"ﾃcS��

一般会計補助金 鼎モﾃ�c2�137,550 �#津s#��4,933 田c�ﾃ3cb�

営業外費用 �643,432 鼎"ﾃ�S2�5,758 涛CR�692288 

経常損益l34,817 剴2ﾃC�2�112 ��r�38359 

セグメント資産 �51,963,374 迭ﾃC#"ﾃ#Cr�1,082,469174,807 �58542897 

セグメント負債 �50,677,119 ��ﾃs#津S3��#��ﾃC���鼎づSCB�52735601 

その他の項目 

長期前受金戻入 �751,684 都津s���20,977 都32�853184 

減価償却費 �1,876,744 ��cBﾃ�c��37,092 �"ﾃ��r�2080113 

支払利息 �643,432 鼎"ﾃ�S2�5,758 涛CR�692288 

固定資産取得額 �1,373,074lo �0 ���p1373074 

一般会計繰入金 �1,032,538 ��C�ﾃ��b�29,910 鼎�32�1208187 

基準内繰入金 �441,766 ��3づ����23,621 �#3c2�606551 

基準外繰入金l590,772 �2,005 澱ﾃ#ヲ�2,570 田��ﾃc3b�

Ⅳ.その他の注記

新会計基準移行に係る経過措置

(1)退職給付引当金に関する経過措置

会計基準変更時における引当不足額135,067,673円については､平成26年度から職員の退職まで

の平均残余勤務年数11年にわたり､均等額を費用処理している｡

(2)リース資産に係る経過措置

リース取引開始日が平成26年3月31日以前の所有権移転ファイナンス･リース取引については､

未経過リース料期末残高相当額をリース資産に計上している｡

(3)みなし償却制度の廃止に伴う経過措置

平成26年3月31日における償却資産の取得又は改良に充てるための補助金等で現に資本剰余金

として整理している額については､平成26年3月31日以前に取得又は改良した資産で､補助金等

との対応関係を個別的に把握できる資産を除いたすべての資産(ただし､補助金等を充てずに取得

又は改良したことが明らかな資産は除く｡)を対象とした按分等の方法を用いて合理的に整理してい

る｡
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